
4）講演  

住民とともに歩む保健師活動について  

NPO法人活き粋あさむし  

事務局長 三上 公子   



平成21年度保健師中央会議  

於：厚生労働省（H21．7．23）   

住民とともに歩む  

保健師活動について  

特定非営利活動法人活き粋あさむし  

事務局長  

三上公子  

1984～1997（私の22歳～35歳）  

・市役所の保健師として就職、地区診断を行う   

こともなく、活動目標もない職場   

一 先輩は疑問には答えてくれなかった   

－ それぞれの事業は淡々と進められていた   

一 割り当てられたケースの追跡を後追いでする日々、  

歯車のひとつとして機械的に動く保健師  

・問題提起してもー緒に考えてくれる仲間がい   

なかった  

・現実逃避と転職を真剣に考えるようになる  
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問題へ向かうために力をつけたい  

・卒後教育で保健師自主学習会に参加   

－ヘルスプロモーションを学ぶ   

－青森県内の先輩保健師とのネットワークができた   

－全国研修会や学会へ先輩たちと参加   

一先輩ネットワークで全国の研究者を知る  

・一般常識に欠けると思い通信教育で8年学ぶ   

一分野に問わず本を読む習慣を持つことができた   

－レポート作成で考えを文章にまとめるトレーニング   

ー粘り強さと集中力を身につけた  

1997～1999 転機が訪れる  

・平成11年介護保険法施行  

・平成9年頃から成人保健の仕事の仕方につ   

いてチーム7名で話し合いが行われるように   

なった   

一就職してから、はじめて真剣に保健師の働きについて話し   

合う場ができた   

－チャンス到来！   

－私は資料とネットワークを持っています！  
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目的の視覚化により共有へ  
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・チームで既存の事業を   

整理してまとめる  

・保健所保健婦課長から   

アドバイスを受ける   

一目標の明確化が必要   

一暮らしにくさをアセスメント   

ーモデル地区の設定について   

一保健師の専門性、コア   

ー厚生労働省の事業を紹介   

してもらう  

㍗♪噸〉 ㌍   礪々  ‾一 古  

民間の関係機関へ相談  

・在宅介護支援センター   

一地域福祉のコミュニティ活動と何が違うの？   

一予防的視点とは何なのか？   

一高齢者に活動の趣旨を理解してもらうのは難しい  

・個人だけでなく施設や団体へも地域を知るた   
めのインタビューが必要だと認識  

・保健師による地域活動の歴史がないので、   
保健師の活動を理解してもらう必要がある  
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事業化に向けての手続き  

・課内の理解を得る  

・部長レベルの了解を得る  

・新規事業の根拠として何らかの計画にのって   
いる事業である必要がある  

・計画への反映  

・庁舎内で推進体制を作る  

・モデル地区町内会の理解を得る  

・事業へ協力してくれる団体や個人を募る  

－72－   



初めての本格的な地区診断  

・アセスメント（社会・疫学・環境・教育）と分析  

・地区診断は、数字と数字以外のものがある  

・数字をまとめた量的な分析   

人口、年齢構成、産業構造   

保健データの地区別集計 etc  

・プラス質的な研究に基づいた人々の生活背   

景を知り、課題を導き出す  

・政策へ反映する基礎になる資料  
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住民自身が課題解決へ  
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年／   ■■   
やったことをまとめる  

内讐   タイトル  
ロ  l▼ 丁ハ  士払文   文  ルスプロモーションの分野間協力についての一書蠣  
ロ  19  28回★森■■は半金   究発よ  スノグラフイーから導きだされたA地区の＋身高齢者の儀膚増支えている霊園  

鞘研究会  突発褒  3地区の斗身ホ小者のt∬を支える事由から坤きだされた儀ホ伊葛  

術研究会  究莞衰  リピーターから絆礪した生活腎Ⅷ■予防鞍璽  
術研究会  突発♯  儀≠自身のエン′くワーメント一書さ■保tサ自主筆℡会St印1の活助から～  

術研究会  究無象  さヘルスプロモーションの分野間協力ー庁舎内における俣■部門からのアブロトーチ＿  

究梵妻  ■1がヘルスプロモーションヘの政策叩与を理解していくための霹■  

l  l巾  59回日本公衆衛生学会   突発養  虫ヘルスプロモーションのエン／くワーメントを促遺する保t婦の介入  

9  刃 l／  4回チヨダ地壌保儀檜遺文   ★  ■蝉のエンパワーをはぐくむ保儀♯自主攣警会Stopl  

10  1 l／  3回書さ■俣■医■・檀祉・環墳 究会  突発轟  ♯なまちづくり実践者たちのネットワーク化に向けて  

ロ  ヨ 1／  筆書扶「保書嶋穐誌J   文  ルスプロモーションが政策の■に据えられるまでの1のリ  

1～  叫l ユ／  日本■王Iti会   究■霊  壌をつなぐ「遭の駅」を拠点としたrまちの保t圭づくり」  

13  00l 8／  企甘出版   版  あなたのまちのt♯づくり－みんなで遭める「書オ日本21」－1旦二■著1‖野市のヘルスプロ  ーション事例  
ll  刃 血  60回日本公衆衛生学会   突発♯  森ヘルスプロモーションの実践（1）  

15  00】 ‖  60回日本公衆衛生竿会   究莞凛  森ヘルスプロモーションの実践（2）  

23回全曲地★侵書＋半解研究会  究集濃  民主体の書■なまちづくりを広げるための全国ネットワーク  

＝  【叩 血  さ■侵■・医■・福祉研究会  突発嚢  ルスプDモーションの実践から理■化をめぎして－実践しなければわからなかったこと＿  

森■優■・声★・橿社研究会  究発嚢  方分社時代の勅書的な保t坤活動のつくり方－ホ市訊こおける保t婦自身が考えた優鍵岬活動リ       ‾ 
ユーアル什画一  

19  由  阪大筆臣事♯   虞  ルスプロモーションの実践について  
！0  l  北公衆衛生学会   究集嚢  虫トレッキングコースの書■付加儀tをホめる研究  

～l  l〉8‘ 8／  医事義欄「公衆鞘生j   文  嚢ヘルスプロモーションの挑岨  
文  rt■なまちづくリJグループの歩みーみんなでつくる儀■なまちシンポジウム」はこうして開≠       き九ト  

やり残したこと  

・行政の中にヘルスプロモーションを推進する連   

携チームを作ったが、具体的なしくみづくりには   
つながらなかった（イローナキックブッシュ教授か   

らも指摘された）  

・保健師の業務分担制と地区分担制の調整が現   
実的に困難だった  

・地域の変化を質的に評価する指標を作ることが   
できなかった  

・量的評価もレセプトなどから見ることができな   
かった  
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活動のステージが変わる  

・NPO事務局として地域課題に向かう  

・医療法人理事として地域課題へ向かう  

・大学院で地域看護の学びなおし  

・株式会社を立ち上げ、NPOと医療法人がで   
きない事業を実施  

・自治体の委員をつとめ市民として政策に関与  

活き粋あさむしの活動  

・子育て支援（浅虫コミュニティスクール）  

・魅力的な小学校づくり（小学校の存続）  

・雇用の創出（浅めし食堂）  

・高齢者健康づくり支援（浅めし食堂）  

・自然環境の保護（ホタル事業）（いきいき農園）  

・食文化の伝承  

・健康サービスの開発（ヘルシーツアー）  

・食農体験教室  

・ノウハウ移転  
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近年のNPO連携  

・単体の活動には限界があるため、NPO聞達   
携や行政、企業との連携により地域課題を解   
決する方向に向かっている  

・地域資源を持ち寄り、地域課題を複数の視   
点で解決、具体的に地域を変える  

・経済的な自立が連携の前提条件である  

・自分たちの思いだけではなく、他者に理解し   
てもらう能力が必要とされる（共感のネット  

ー78－   



医療施設門前町  

・活き粋あさむしの活動を産業医科大学公衆   

衛生学教室・松田晋也教授が、全国へ紹介  
（医療施設門前町という言葉を使っています）  

・オランダの地方自治体の事業で高齢者が運   

営するコミュニティレストランがある  

・地域づくりに果たす医療の役割がある   

一直接的な医療の他にWe［lbeingへ寄与する活動   

一地域における医療の信頼性を生かした活動  
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地域の活動の楽しさ  

・スピーディーでタイムリーな事業の創出  

・自分たちで考えて新しい取り組みを作る  

・自分のコアに磨きをかける  

・ソーシャルキャピタル醸成のプロセスを間近で見   

ることができる（又は失われるプロセスも）  

・他のNPOとより大きな地域課題に取り組む  

・生活に関する様々な課題を1つの事業で解決  

・共感ネットワークで支えられる  

最後に「住民とともに」とは、  

・「住民の活動を支援」、「行政（専門職）の強   
いリーダーシップが必要な活動」の見極めが   

重要、決してみんなで仲良くではない  

・患者や対象者への関わりだけでなく、病院院   
長、社長さんや組織のリーダーへ働きかけて   
仕組みを変えていく仕事が必要  

・既存のダメダメ協働に見直しが必要  
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5）まとめ   




